
 

第 １ ４ - ０ ０ ３ 号 

ANA HOLDINGS NEWS 
     ２０１４年４月３０日 

 平成２６年３月期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日４月３０日（水）、平成２６年３月期決算を取りまとめました。詳細

は「平成２６年３月期決算短信」をご参照ください。 

 
１．平成２６年３月期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 
・当期のわが国経済は、個人消費の増加や企業収益の改善、設備投資の持ち直しがある中で、

景気は緩やかに回復しました。また、先行きについては、当面、消費税率引き上げに伴う駆け

込み需要の反動により弱さが残るものの、次第にその影響が薄れ、各種政策の効果が発現す

る中で、緩やかに回復していくことが期待されています。 
・このような経済情勢の下、「２０１３－１５年度ＡＮＡグループ中期経営戦略」で掲げている持株

会社制への移行を契機としてグループ経営体制の強化に努めつつ、コスト構造改革を遂行し

ています。また、アジア航空市場の拡大をビジネスチャンスと捉え、戦略的投資を推進していま

す。 
・各セグメントで増収となり売上高は前期を上回りましたが、航空事業を中心に費用が増加した

ことから、営業利益、経常利益、当期純利益は前期を下回りました。 
・航空事業においては、事業規模拡大に伴う費用増に加え、為替の影響により費用の約４分の

１を占める燃油費が前期比で約２２％増加しました。 
 

これらの結果、平成２６年３月期の連結経営成績は売上高が１兆６，０１０億円となりましたが、

営業利益は６５９億円、経常利益は４２９億円、当期純利益は１８８億円となりました。なお、１株

あたりの配当金については、３円を予定しております。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 増減率(%) 

売 上 高 １６，０１０ １４，８３５ １，１７４     ７．９ 

営 業 費 用 １５，３５０ １３，７９７ １，５５２    １１．３ 

営 業 利 益 ６５９ １，０３８ ▲３７８ ▲３６．４ 

営 業 外 損 益 ▲２３０ ▲２６８ ３８ ―― 

経 常 利 益 ４２９ ７６９ ▲３４０ ▲４４．２ 

特 別 損 益 ▲６５  ▲６０ ▲４ ―― 

当 期 純 利 益 １８８ ４３１ ▲２４２ ▲５６．２ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 
【セグメント情報】※１ 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 事 業 １３，９５２ ６５３ １２，９２７ ８９１ １，０２４ ▲２３７ 

航空関連事業 １，８９６ ２７ １，７８１ ６３ １１４ ▲３６ 

旅 行 事 業 １，７３４ ４４ １，６１０ ４４ １２４ ０ 

商 社 事 業 １，１０２ ３３ ９７７ ２８ １２５ ４ 

そ の 他 ３０１ １３ ２８８ １０ １２   ２ 
※１ 当期より報告セグメント区分を「航空事業」、「航空関連事業」、「旅行事業」、「商社事業」としております。  

前期の売上高、営業利益及び増減率については、変更後のセグメント区分により作成しています。 

ＡＮＡホールディングス グループ広報部 ０３-６７３５-１１１１  
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

・ビジネス需要が堅調に推移したことに加え、プレジャー需要を着実に取り込んだ結果、旅客数、

収入ともに前期を上回りました。 

・秋田＝札幌線、成田＝広島線を新規開設した他、羽田＝石垣線の再開や羽田＝広島・徳島

線の増便、その他の地方路線を復便・増便する等、ネットワークの充実をはかりました。 

・新運賃「旅割７５」「旅割６０」「旅割２１」の設定や、「特割」「旅割」各種運賃の予約・購入期間

を最大６ヶ月先の便まで拡大した他、「特割」運賃を全路線に展開する等、需要喚起に努めま

した。また、ボーイング７４７－４００型機の退役を記念した「ＴＨＡＮＫＳ ＪＵＭＢＯ！キャンペ

ーン」を９月以降展開し、過去の就航地への里帰りフライト等を実施しました。 

・サービス面では、羽田空港第２ターミナルで搭乗エリアを４色に色分けし案内表示の視認性

を高めスムーズな搭乗を可能とする等、利便性の向上に努めました。また、羽田空港のＡＮＡ

ラウンジにおいて日本全国のお酒“國酒”をお楽しみいただける特設コーナーを設置する等、

お客様の快適性の向上をはかり、競争力の強化に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は９１億円の増収（前期比１．４％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ６，７５１ ６，６５９   ９１  １．４ 

旅客数（千人） ４２，６６８ ４１，０８９ １，５７９ ３．８ 

座席キロ（百万座席キロ） ６１，０４６ ５８，５０８ ２，５３８ ４．３ 

旅客キロ（百万人キロ） ３７，８６１ ３６，３３３ １，５２８ ４．２ 

利用率（％） ６２．０ ６２．１   ▲０．１ ――― 

 

 ②国際線旅客 

・ビジネス需要、プレジャー需要ともに堅調に推移し、旅客数、収入ともに前期を上回りました。

中国線では、ビジネス需要が堅調に推移したことに加え、中国発プレジャー需要が回復したこ

と等により、反日デモ発生前の水準まで回復しました。 

・９月より成田＝シカゴ線の増便や成田＝ヤンゴン線の機材大型化・デイリー運航化を行った

他、需要が旺盛なアジア方面においてウィンターダイヤより機材の大型化を行う等、ネットワ

ークの充実と需給適合に努めました。 

・「ビジ割」や「エコ割」等の各種割引運賃を全方面に設定する等、日本発プレジャー需要の喚

起に努めた他、拡大する訪日需要や北米＝アジア間の接続需要の取り込みを強化しました。 

・サービス面では、本年３月より一部の機材で機内インターネット「ＡＮＡ Ｗｉ－Ｆｉサービス」を

開始する等、競争力の強化に努めました。 

結果として、国際線旅客収入は４７０億円の増収（前期比１３．５％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ３，９５３ ３，４８３  ４７０ １３．５ 

旅客数（千人） ６，３３６ ６，２７６  ５９ １．０ 

座席キロ（百万座席キロ） ４１，４５１ ３７，９４７  ３，５０４ ９．２ 

旅客キロ（百万人キロ） ３０，６１３ ２８，５４５  ２，０６７ ７．２ 

利用率（％） ７３．９ ７５．２  ▲１．４ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、１０月以降に札幌・沖縄線を中心に宅配貨物が堅調に推移したこと等により輸

送重量は前期を上回りましたが、競争激化による単価下落等の影響により、収入は前期を下

回りました。 

・国際線貨物は、日本発北米向けの自動車関連部品等が堅調に推移したことに加え、沖縄貨物

ハブを活用してアジア域内、アジア・北米間の三国間輸送を積極的に取り込んだこと、高需要

期に臨時便を積極的に設定したこと等により、輸送重量、収入ともに前期を上回りました。 

・８月より成田－中部－沖縄線を新規開設し、ネットワークの充実をはかりました。 

結果として、国内線貨物収入は１億円の減収（前期比０．４％減）、国際線貨物収入は１８１億

円の増収（前期比２１．０％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）      ３２１     ３２２ ▲１ ▲０．４ 

輸送重量（千トン）     ４７７     ４６３ １３  ２．９ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     ４７３     ４６０ １２  ２．８ 

貨物収入（億円）   １，０４７     ８６５ １８１ ２１．０ 

輸送重量（千トン）     ７１０     ６２１ ８９ １４．３ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２，９３７ ２，４６９ ４６７ １８．９ 

 

④その他 
･１０月にエアアジアブランドでの運航を終了したエアアジア・ジャパン㈱については、１１月に

「バニラ・エア㈱」に商号変更し、成田空港を拠点として１２月より順次、沖縄線、台北（桃園）線、

札幌線、ソウル（仁川）線の運航を開始しました。 

・当期におけるバニラ・エア㈱の輸送実績は、国内線の旅客数は１１９千人、利用率は７０．６％、

国際線の旅客数は７５千人、利用率は８６．０％となりました（エアアジアブランドでの輸送実績を除

く）。 

・整備受託収入、バニラ・エア㈱等の収入を含んだ航空事業におけるその他の収入は、１，７９１

億円（前期比１７．８％増）となりました。 

 
（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

・航空関連事業においては、空港地上支援業務の受託増や㈱ＯＣＳの売上増、４月より営業を

開始したＡＮＡエアポートサービス㈱の収入の計上等により、当期の売上高は１，８９６億円（前

期比６．４％増）、営業利益は２７億円（前期比５７．１％減）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では東京ディズニーリゾート等を目的とした関東方面への旅行

需要の拡大、海外旅行では「旅作」や「ＡＮＡワンダーアース」が好調に推移した他、訪日旅行

取り込み強化により取扱高が過去最高となったこと等により、当期の売上高は１，７３４億円

（前期比７．７％増）となりました。一方、為替影響による海外旅行商品の原価上昇等により、営

業利益は４４億円（前期比１．１％減）となりました。 

・商社事業においては、リテール部門における空港物販店「ＡＮＡ ＦＥＳＴＡ」、空港免税店「ＡＮ

Ａデューティーフリー」の売上が好調だったこと等により、当期の売上高は１，１０２億円（前期比

１２．８％増）、営業利益は３３億円（前期比１４．５％増）となりました。 

・その他については、ビルメンテナンス事業や不動産事業が好調であった結果、当期の売上高

は３０１億円（前期比４．４％増）、営業利益は１３億円（前期比２４．４％増）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 増減 

総資産（億円） ２１，７３６   ２１，３７２     ３６３ 

自己資本（億円）  （注１） ７，４６０    ７，６６７      ▲２０６ 

自己資本比率（％） ３４．３      ３５．９      ▲１．６ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，３４７     ８，９７１    ▲６２３ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．１      １．２    ▲０．１ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２６年３月期 平成２５年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ２，００１ １，７３１ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲６４９ ▲３，３３７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲８５５ ８４５ 

現金および現金同等物期末残高  ２，４０９ １，９１２ 

減価償却費 １，３６１ １，２３９ 

２．平成２７年３月期の見通し 
・今後のわが国の経済は、政府の経済政策効果の発現による緩やかな回復が期待されていま

す。一方で、当社グループを取り巻く環境は、燃油価格の高止まりや為替レートの変動リスク、

国内外における競争激化等、不透明な状況にあります。 

・このような状況下、当社グループでは、「世界のリーディングエアライングループを目指す」とい

う経営ビジョンのもと、「コア事業の強化」「収益ドメインの拡大・多様化」「コスト構造改革の進

化」を３本の柱とする「２０１４－１６年度ＡＮＡグループ中期経営戦略」の遂行により、今後想定

される航空業界の激しい競争を勝ち抜き、さらなる成長を目指します。 

・国内線旅客ではオペレーションコストの低減と需給適合の推進、国際線旅客では羽田路線の

強化に伴う「首都圏デュアルハブモデル」の推進と事業規模拡大、貨物では貨物便と旅客便を

組み合わせたコンビネーションキャリアとしての利便性向上、ＬＣＣ事業ではネットワークの充

実とお客様サービスの向上による新規航空需要の開拓により、収益性の向上に努めます。 
・機材では、現在運航している７８７－８型機に加え、７８７－９型機を新規に導入します。  

・国際線を中心に新たなビジネスチャンスを確実に捉えつつ、コスト構造改革を推進していきま

す。これらの結果、平成２７年３月期の連結業績見通しは以下の通りとなります。なお、配当に

つきましては、１株につき４円を予定しております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２７年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２６年３月期） 

増減 

売 上 高 １７，０００  １６，０１０ ９８９ 

営 業 利 益  ８５０ ６５９ １９０ 

経 常 利 益     ５５０      ４２９ １２０ 

当 期 純 利 益     ３５０      １８８ １６１ 

以 上 
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